
意
見
や
見
解
の
多
様
性
担
保
と
い
う

観
点
で
各
種
の
刺
激
的
な
多
方
面
の
見

解
を
掲
載
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
長
期
的
に

見
て
各
領
域
の
学
術
界
が
前
進
し
て
い
く

手
法
で
あ
る
と
一
般
的
に
見
ら
れ
て
い
る
。

日
本
の
観
光
関
連
学
界
は
歴
史
的
に

か
な
り
重
要
な
自
己
変
革
を
行
う
べ
き

時
期
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
で
き
る

だ
け
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
引
用
し
て
、
そ

の
信し

ん

憑ぴ
ょ
う

性せ
い

の
判
断
を
読
者
と
学
術
界
の

皆
様
に
委
ね
る
形
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

こ
こ
で
は
、
世
界
に
お
け
る
通
常
の
査

読
付
き
学
術
研
究
の
形
式
、
す
な
わ
ち
、

（
１
）
導
入

（
２
）
過
去
の
研
究
・
検
索
分
析
に
よ
る

当
該
研
究
の
独
自
性
証
明
と
仮
説

国際的な視野から見た
観光研究

特 集

1
4

（
３
）
デ
ー
タ
収
集
方
法
と
定
量
的
解
析

手
法
の
選
択
に
つ
い
て
の
必
要
性

（
４
）
仮
説
検
定
、ま
た
は
分
析
内
容
説
明

（
５
）
分
析
結
果
の
議
論

（
６
）
結
論
・
限
界
・
将
来
研
究
示
唆

　

と
い
う
形
は
取
ら
な
い
。

世
界
の
観
光
研
究
潮
流

～
最
新
の
激
流

米
国
で
の
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
究

界
が
、
ど
う
い
う
歴
史
的
変
遷
を
た
ど

っ
て
現
在
の
定
量
的
な
実
証
研
究
に
至
っ

た
か
は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ピ
ザ
ム
氏
が
述

べ
て
い
る
（Pizam

 2008, H
ara 2010

）。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
わ
れ

わ
れ
の
暮
ら
し
や
業
務
処
理
方
法
が
大
き

く
変
わ
っ
て
い
る
点
は
ど
の
分
野
も
同
じ

で
あ
る
が
、
遅
か
れ
早
か
れ
、
こ
の
電
子

的
な
手
法
が
、
八
十
年
以
上
続
く
観
光
・

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
分
野
の
査
読
付
き

論
文
研
究
発
表
の
世
界
を
大
き
く
変
え

る
と
い
う
兆
し
は
十
分
に
あ
っ
た
。
ま
ず

査
読
付
き
学
術
誌
へ
の
提
出
と
査
読
手

法
が
、
郵
便
や
封
筒
を
使
う
手
法
か
ら
、

学
術
誌
編
集
局
の
ウ
ェ
ブ
へ
の
電
子
的
投

稿
と
な
り
、
査
読
も
全
て
電
子
メ
ー
ル
の

リ
ン
ク
送
付
に
よ
り
直
接
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
と
い
う
形
式
に
一
変
し
た
。

過
去
の
学
術
論
文
検
索
も
、
図
書
館

で
学
術
誌
を
複
数
抱
え
て
に
ら
め
っ
こ
し

て
い
た
十
五
年
前
の
様
子
か
ら
、
研
究

世
界
の
潮
流
の
変
化
・
方
向
性
に

呼
応
し
な
い
日
本
観
光
学
術
界
に

迫
り
来
る
危
機
と
変
革
への
戦
略
試
案

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
ロ
ー
ゼ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
学
部  

副
学
部
長

原  

忠
之
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室
で
電
子
的
に
検
索
を
し
て
大
学
が
出

版
社
と
包
括
契
約
を
し
て
い
る
場
合
に

は
、
即
座
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
環
境

と
な
っ
た
。
参
照
論
文
に
つ
い
て
も
、
自

分
で
文
章
入
力
す
る
形
式
か
ら
、
参
照
論

文
管
理
ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
労

力
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

学
術
論
文
もGoogle Scholar

（
注
１
） 

を

利
用
す
れ
ば
、
査
読
付
き
論
文
に
限
る

と
い
う
条
件
で
主
要
単
語
を
入
れ
て
検
索

す
る
と
、
世
界
中
の
膨
大
な
空
間
か
ら
さ

っ
と
複
数
の
査
読
付
き
論
文
タ
イ
ト
ル
が

検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
便
利
な
発
展
に
よ
り
、
い
ず
れ
は

登
場
す
る
と
思
わ
れ
て
い
た
高
速
化
し
た

検
索
能
力
を
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
し
た
サ

ー
ビ
ス
が
、
こ
の
一
～
二
年
で
現
実
の
も

の
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
研
究
成
果
の
電
子

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
で
あ
る
。

◎
研
究
成
果
の
電
子
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

現
在
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
英
文
査
読

付
き
学
術
誌
の
論
文
が
、
い
く
つ
か
の
団

体
に
よ
り
急
速
に
電
子
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

さ
れ
始
め
た
。
そ
の
便
利
さ
と
有
益
性
に

よ
り
、
同
時
期
に
複
数
の
団
体
が
同
様
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
今
ま
で
不
可
能
で
あ
っ
た
ラ

ン
ク
付
け
が
急
遽
、
可
能
と
な
り
、
あ
っ

と
い
う
間
に
検
索
結
果
が
可
視
化
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
が
も
た
ら
す
結
果
と
し
て
、
以
下

の
よ
う
な
こ
と
が
全
て
一
目
瞭
然
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ

れ
は
観
光
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
分
野
だ
け

で
は
な
く
、
全
学
術
分
野
に
つ
い
て
可
能

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

• 

分
野
別
査
読
付
き
学
術
誌
そ
の
も
の

の
ラ
ン
ク
（
影
響
度
ベ
ー
ス
）

• 

分
野
別
の
国
別
研
究
論
文
ラ
ン
ク

• 

世
界
の
学
者
の
生
産
性
と
影
響
度
相

対
比
較
ラ
ン
ク

• 

国
内
で
の
学
術
分
野
別
国
際
競
争
力

ラ
ン
ク

大
学
や
学
部
経
営
者
、
あ
る
い
は
各

国
の
教
育
省
・
文
部
省
が
、
知
り
た
い
が

以
前
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
ラ
ン
ク
デ
ー

タ
が
世
界
中
の
誰
で
も
客
観
的
な
定
量
デ

ー
タ
と
し
て
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
激
流
で
あ
る
が
、
日
本

語
で
日
本
人
と
議
論
し
て
い
る
日
本
在
住

の
研
究
者
に
は
そ
の
存
在
そ
の
も
の
も
当

然
全
く
見
え
な
い
激
流
で
あ
る
。

特
筆
す
べ
き
点
は
、
こ
の
電
子
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
は
観
光
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経

営
分
野
を
狙
い
撃
ち
し
た
も
の
で
は
な
く
、

全
て
の
学
術
研
究
分
野
が
対
象
と
な
っ
て

い
る
、
つ
ま
り
世
界
中
の
全
て
の
学
術
研

究
者
の
研
究
分
野
が
例
外
な
し
に
可
視
化

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
も
は

や
、「
こ
の
分
野
は
特
別
な
分
野
で
」
と

隠
れ
た
り
、
弁
解
し
た
り
が
一
切
で
き
ず
、

参
加
者
た
ち
の
同
意
不
同
意
も
な
く
、
世

界
の
学
術
研
究
競
争
力
可
視
化
が
一
気
に

実
現
し
て
し
ま
っ
た
現
実
世
界
で
あ
る
。

そ
の
現
実
の
衝
撃
度
は
、
実
際
に
ど
の

よ
う
な
デ
ー
タ
が
無
料
で
世
界
中
ど
こ
で

も
誰
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
か
を
見

る
こ
と
に
よ
り
理
解
で
き
る
。
い
く
つ
か

の
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。

◎
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
事
実
検
証

全
学
術
分
野（
包
括
）で
の

国
際
競
争
力
国
別
ラ
ン
キ
ン
グ

ま
ず
は
、
理
系
文
系
全
て
含
め
た
、
世

界
査
読
誌
論
文
発
表
数
を
俯ふ

瞰か
ん

し
て
み

る
。
こ
の
ラ
ン
ク
で
は
、
そ
の
経
済
力
に

ふ
さ
わ
し
く
、
日
本
は
総
合
的
に
世
界
第

五
位
の
地
位
に
あ
る
。
英
語
を
母
国
語
と

す
る
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
諸

国
よ
り
も
発
表
論
文
数
が
多
く
、
ま
た
人

観光は、多様な学問領域とつながりを持った研究分野です。さらに、近年は国際化の流れのなかで、

世界中の研究者が知見を交換し、積み上げ、新しい複合的な学術的知見を構築していくようになっています。

その実現を、ICT（情報通信技術）環境の進展がさらに後押ししています。今号では、当財団が実施してきた

自主研究の成果等を交えながら、国際的な視野からわが国の観光研究学界の置かれている状況を概観し、

地域計画、交通運輸、マーケティング、造園学といった学問領域と観光との関わりについて紹介します。

海外における観光研究の知見の日本への移入や適用、日本からの発信手法や

今後の観光研究の方向性についての提言を試みます。

5 特集◉国際的な視野から見た観光研究
特集1 世界の潮流の変化・方向性に呼応しない日本観光学術界に迫り来る危機と変革への戦略試案
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口
比
で
考
慮
す
る
な
ら
ば
中
国
よ
り
も
は

る
か
に
人
口
当
た
り
査
読
付
き
発
表
論

文
数
は
多
い
。
ま
た
、
影
響
力
、
す
な
わ

ち
質
を
示
唆
す
る
一
論
文
あ
た
り
の
被
引

用
回
数（Citations per docum

ent

：

そ
の
学
術
論
文
が
後
に
登
場
し
た
論
文

何
件
に
引
用
さ
れ
た
か
）
も
、
ト
ッ
プ
群

の
米
国
や
一
部
欧
州
北
欧
諸
国
ほ
ど
で
は

な
く
て
も
、
そ
こ
そ
こ
高
い
数
値
を
示
し

て
い
る（
表
１
）。
全
体
を
俯
瞰
し
た
後
で
、

少
し
ず
つ
個
別
分
野
検
証
に
入
っ
て
い
く
。

生
化
学
・
遺
伝
子
・
分
子
生
物
学
分
野

の
国
際
競
争
力
国
別
ラ
ン
キ
ン
グ

で
は
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、
日

本
に
国
際
競
争
力
が
あ
り
そ
う
な
分
野
で

あ
る
、
生
化
学
・
遺
伝
子
・
分
子
生
物
学

と
い
う
選
択
項
目
を
選
び
、
同
様
な
国
際

競
争
力
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
て
み
る
（
表
２
）。

世
界
の
査
読
付
き
研
究
論
文
の
第
二

6

Table1: All subject area, All Subject Category 1996-2012 Top 30 only
表1  国と地域別順位  全学術分野（包括）1996-2012  上位30

（SCImago Journal & Country Rank）

Table2: Country Ranking : Biochemistry, Genetics and Molecular Biology, 
All Categories of selected area 1996-2012 Top 10 Only 1996–2012

表2  国別順位：生化学・遺伝子・分子生物学分野  1996-2012  上位10
（SCImago Journal & Country Rank）

＊H指数：被引用回数H以上の論文が少なくともH編あることを表し、論文の量と質（被引用回数）を同時に表す指数
出典：http://www.scimagojr.comより筆者検索

出典：http://www.scimagojr.comより筆者検索

Country
国

Documents
論文数

Citable 
documents

引用可能論文数

Citations
被引用回数

Self-Citations
自己引用回数

Citations per 
document

1論文あたりの
被引用回数

H index
H指数＊

1 アメリカ 7,063,329 6,672,307 129,540,193 62,480,425 20.45 1,380
2 中国 2,680,395 2,655,272 11,253,119 6,127,507 6.17 385
3 イギリス 1,918,650 1,763,766 31,393,290 7,513,112 18.29 851
4 ドイツ 1,782,920 1,704,566 25,848,738 6,852,785 16.16 740
5 日本 1,776,473 1,734,289 20,347,377 6,073,934 12.11 635
6 フランス 1,283,370 1,229,376 17,870,597 4,151,730 15.60 681
7 カナダ 993,461 946,493 15,696,168 3,050,504 18.50 658
8 イタリア 959,688 909,701 12,719,572 2,976,533 15.26 588
9 スペイン 759,811 715,452 8,688,942 2,212,008 13.89 476

10 インド 750,777 716,232 4,528,302 1,585,248 7.99 301
11 オーストラリア 683,585 643,028 9,338,061 2,016,394 16.73 514
12 ロシア 586,646 579,814 3,132,050 938,471 5.52 325
13 韓国 578,625 566,953 4,640,390 1,067,252 10.55 333
14 オランダ 547,634 519,258 10,050,413 1,701,502 21.25 576
15 ブラジル 461,118 446,892 3,362,480 1,151,280 10.09 305
16 台湾 398,720 389,411 3,259,864 790,103 10.41 267
17 スイス 395,703 377,016 7,714,443 1,077,442 22.69 569
18 スウェーデン 375,891 361,569 6,810,427 1,104,677 20.11 511
19 ポーランド 346,611 339,712 2,441,439 652,956 8.25 302
20 トルコ 306,926 291,814 1,935,431 519,675 8.24 210
21 ベルギー 299,077 285,735 4,696,153 701,283 18.16 454
22 イスラエル 224,674 215,590 3,663,004 530,340 17.78 414
23 オーストリア 214,844 204,243 3,047,983 433,709 16.67 378
24 デンマーク 208,227 198,923 3,876,514 573,278 21.56 427
25 イラン 202,807 197,571 832,211 337,637 8.49 135
26 フィンランド 190,192 184,924 3,091,345 506,506 18.55 372
27 ギリシャ 180,688 171,529 1,827,577 324,747 12.28 266
28 メキシコ 166,604 162,116 1,346,721 295,320 10.00 232
29 チェコ 163,740 160,193 1,265,709 313,836 9.28 239
30 香港 162,812 156,923 2,004,708 294,791 14.07 292

国 論文数 引用可能
論文数 被引用回数 自己引用回数 1論文あたりの

被引用回数
H index
H指数

1 アメリカ 989,902 948,273 30,412,789 15,307,125 32.36 856
2 日本 270,090 264,950 5,397,932 1,445,746 20.17 410
3 イギリス 234,343 221,371 6,648,786 1,376,548 29.94 524
4 ドイツ 225,601 218,140 5,810,398 1,346,339 27.51 471
5 中国 200,368 196,508 1,528,805 617,048 11.48 201
6 フランス 159,003 153,293 3,959,285 783,464 25.63 410
7 イタリア 135,317 128,046 2,797,211 588,291 22.32 357
8 カナダ 128,095 123,633 3,316,869 608,966 28.26 396
9 スペイン 88,800 84,361 1,648,176 356,968 20.83 275

10 インド 83,831 81,070 746,211 263,904 12.07 161
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位
で
あ
り
、
全
体
の
論
文
発
表
数
か
ら

い
う
と
七・
六
％
と
、
日
本
の
対
世
界
人

口
比
率
よ
り
高
い
比
率
を
確
保
し
て
お

り
、
こ
の
学
術
研
究
分
野
の
国
際
競
争
力

を
見
せ
つ
け
る
よ
う
な
見
事
な
数
値
で
あ

る
。
世
界
の
研
究
者
た
ち
が
客
員
研
究
員

と
し
て
留
学
し
た
い
と
考
え
る
場
合
、
渡

航
先
候
補
と
し
て
は
米
国
が
圧
倒
的
で
は

あ
る
が
、
日
本
で
最
新
の
先
端
研
究
を
学

び
た
い
と
い
う
需
要
が
出
る
の
は
自
然
な

ほ
ど
に
、
日
本
は
世
界
に
冠
た
る
影
響
力

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

社
会
科
学
分
野
の
国
際
競
争
力

国
別
ラ
ン
キ
ン
グ

次
に
文
系
分
野
の
社
会
科
学
と
い
う

大
項
目
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
分
野
に
は

「
文
化
人
類
学
、
考
古
学
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
開
発
学
、
教
育
学
、
地
理
学
、

法
学
、
図
書
館
学
、
言
語
学
、
政
治
科
学
、

社
会
学
、
交
通
、
都
市
計
画
」
等
が
含

ま
れ
る
が
、
観
光
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は

含
ま
れ
て
い
な
い
（
表
３
）。  

絶
対
数
お
よ
び
被
引
用
回
数
も
か
な

り
落
ち
て
く
る
が
、
米
英
で
全
世
界
の
約

半
分
の
査
読
付
き
論
文
（
四
八
％
強
）
が

発
表
さ
れ
て
い
る
分
野
で
、
何
と
か
全
世

界
の
一・一
九
％
程
度
の
論
文
発
表
数
を

確
保
し
て
い
る
。

観
光
・レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営

分
野
の
国
際
競
争
力
国
別
ラ
ン
キ
ン
グ

次
に
文
系
分
野
に
お
い
て
「
商
学
・
経

営
・
会
計
学
」
と
い
う
大
項
目
が
あ
り
、

こ
の
分
野
に
お
い
て
日
本
は
世
界
十
位
の

地
位
を
確
保
し
て
い
る
。
こ
の
分
野
に
は

「
労
使
関
係
学
、
会
計
学
、
経
営
学
、
人

7 特集◉国際的な視野から見た観光研究
特集1 世界の潮流の変化・方向性に呼応しない日本観光学術界に迫り来る危機と変革への戦略試案

事
管
理
、
情
報
学
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

戦
略
論
」
等
が
含
ま
れ
、
そ
こ
に
独
立
項

目
と
し
て
「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
経
営
」
と
い
う
小
項
目
が
存
在

す
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
小
項
目
を
選
択
し

て
検
索
し
て
み
る
。
こ
の
「
観
光
・
レ
ジ

ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
」
が
観
光

関
連
の
最
小
グ
ル
ー
プ
項
目
と
な
る
。
こ

の
小
項
目
検
索
に
よ
り
、日
本
の
「
観
光・

レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
」
の

学
術
活
動
が
世
界
の
研
究
界
で
ど
う
い
う

立
ち
位
置
に
い
る
の
か
、
世
界
中
の
研
究

者
や
政
府
に
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
の
か
が

確
認
で
き
る
（
表
４
）。

こ
の
分
野
は
上
位
三
カ
国
（
米
英
豪
）

で
過
半
数
の
論
文
を
叩
き
出
し
て
い
る
分

野
で
あ
る
が
、
英
語
が
問
題
で
は
な
い
の

は
、
非
英
語
圏
で
あ
る
中
国
、
台
湾
、
韓

国
等
ア
ジ
ア
諸
国
や
ト
ル
コ
、
ギ
リ
シ
ャ
、

イ
タ
リ
ア
、
イ
ス
ラ
エ
ル
等
が
日
本
よ
り

上
位
に
あ
る
こ
と
で
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、

論
文
被
引
用
回
数
も
三
十
カ
国
比
較
で

見
る
と
、
日
本
よ
り
下
位
は
ス
イ
ス
、
イ

ン
ド
、
独
の
三
カ
国
だ
け
で
、
相
対
的
な

質
の
面
も
現
状
は
改
善
の
余
地
を
示
し

て
い
る
。
過
去
十
七
年
間
で
世
界
に
向
け

て
発
表
さ
れ
た
論
文
が
九
十
六
本
と
い
う

出典：http://www.scimagojr.comより筆者検索

Table3: Country Ranking : Social Sciences, 
All Categories of selected area 1996-2012 Top 20 Only

表3  国と地域別順位：社会科学分野  1996-2012  上位20
（SCImago Journal & Country Rank）

国 論文数 引用可能
論文数 被引用回数 自己引用回数 1論文あたりの

被引用回数
H index
H指数

1 アメリカ 366,059 346,143 2,681,453 1,578,032 9.55 264
2 イギリス 122,872 115,732 833,851 323,045 8.87 163
3 カナダ 45,372 43,447 302,755 70,808 9.14 130
4 オーストラリア 42,832 40,880 230,384 66,752 7.86 105
5 ドイツ 37,541 35,474 162,853 41,625 6.10 110
6 フランス 34,587 33,228 95,958 25,398 3.84 77
7 中国 29,225 28,733 72,014 38,754 5.74 69
8 オランダ 22,323 21,236 173,751 39,697 11.06 111
9 スペイン 21,168 20,509 71,750 22,592 6.66 70

10 イタリア 14,839 14,153 71,411 16,244 7.89 72
11 ブラジル 14,019 13,623 25,739 9,568 5.56 49
12 インド 12,540 11,952 34,408 11,588 3.86 52
13 日本 11,976 11,539 51,556 12,813 5.64 62
14 スウェーデン 11,525 11,148 80,505 17,664 10.09 81
15 トルコ 11,299 11,064 33,201 11,556 7.26 56
16 イスラエル 10,396 10,074 63,608 15,317 7.91 68
17 南アフリカ 10,366 10,048 43,060 15,302 6.11 58
18 ベルギー 9,670 9,224 55,452 10,437 8.80 74
19 スイス 8,522 8,050 52,326 8,094 9.22 71
20 台湾 8,513 8,350 54,364 16,972 11.02 72
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こ
と
は
、
一
年
当
た
り
平
均
六
本
に
満
た

ず
、
こ
れ
は
欧
米
の
生
産
性
の
高
い
助
教

授
（assistant professor

）
一
名
が
調

子
の
良
い
年
に
一
年
間
で
発
信
で
き
る
数

で
あ
る
。
観
光
立
国
と
い
う
概
念
が
登
場

し
た
の
が
二
〇
〇
三
年
で
あ
り
、
そ
の
時

点
で
は
日
本
全
体
全
て
の
観
光
系
学
部

学
科
合
わ
せ
て
年
間
で
一
件
と
い
う
牧
歌

的
な
、
世
界
学
術
界
の
発
展
に
貢
献
し
て

い
な
い
状
態
が
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び

る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
が
十
年
前
で
あ
る
。

世
界
の
学
術
界
に
対
し
て
発
信
し
、
世
界

水
準
で
の
研
究
学
界
の
発
展
に
貢
献
す
る

と
い
う
、
理
系
で
は
当
た
り
前
の
モ
デ
ル

が
、
ほ
ぼ
全
く
無
視
さ
れ
て
い
た
時
代
で

あ
る
。
こ
の
時
代
の
変
遷
に
よ
る
国
際
競

争
構
造
の
変
化
は
、
比
較
す
べ
き
指
標
を

持
ち
出
す
と
、
よ
り
議
論
が
明
確
で
客

観
的
に
な
る
た
め
、
次
に
東
ア
ジ
ア
諸
国

と
い
う
枠
組
み
と
歴
史
的
貢
献
度
の
推
移

を
俯
瞰
し
て
み
よ
う
。

8

観
光
・レ
ジ
ャ
ー・ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

経
営
分
野
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
地
域

で
の
競
争
の
歴
史
的
な
推
移
と
考
察

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
特
定
の
地
域
や
複
数

国
家
の
み
を
指
定
し
て
、
あ
る
学
術
研
究

分
野
に
お
け
る
比
較
競
争
国
と
の
研
究
成

果
・
生
産
性
の
歴
史
的
推
移
等
を
当
然
可

視
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
日
本
は
ア

ジ
ア
で
初
め
て
観
光
学
と
い
う
学
術
分
野

の
学
科
を
作
っ
た
と
い
う
歴
史
的
意
義
を

有
し
て
い
る
」（
某
韓
国
系
学
部
長
談
）
が
、

そ
の
後
、
学
術
モ
デ
ル
で
先
行
し
た
先
行

優
位
性
を
保
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
素

朴
な
疑
問
も
、
こ
れ
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

は
一
目
瞭
然
に
結
果
が
出
て
く
る
。

つ
い
て
は
、
同
じ
十
七
年
間
の
期
間
で

東
ア
ジ
ア
諸
国
内
で
の
「
観
光
・
レ
ジ
ャ

ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
」
分
野
に
お

け
る
査
読
付
き
論
文
発
表
数
が
ど
の
よ

う
に
推
移
し
た
の
か
を
グ
ラ
フ
化
し
て
み

よ
う
（
図
１
）。

実
は
一
九
九
六
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ご
ろ

ま
で
は
決
定
的
な
差
は
存
在
し
な
か
っ
た

の
が
明
白
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
六
年
ご
ろ

に
比
較
対
象
の
台
湾
、
中
国
、
韓
国
の
生

産
性
が
飛
び
上
が
っ
た
の
が
見
て
取
れ
る
。

観
光
庁
が
発
足
す
る
直
前
の
二
〇
〇
七
年

Table4: Country Ranking : Business, Management and Accounting, 
"Tourism, Leisure and Hospitality Management" 
1996-2012 Top 30 Only

表4  国と地域別順位：観光・レジャー・ホスピタリティ経営分野  
1996-2012  上位30 （SCImago Journal & Country Rank）

出典：http://www.scimagojr.comより筆者検索

国 論文数 引用可能
論文数

被引用
回数

自己引用
回数

1論文あたりの
被引用回数

H index
H指数

1 アメリカ 3,810 3,642 26,026 10,813 10.41 57
2 イギリス 2,109 2,033 15,821 4,831 10.35 45
3 オーストラリア 1,430 1,384 9,197 2,459 11.64 40
4 カナダ 796 760 6,557 1,130 11.47 37
5 ニュージーランド 423 403 3,215 502 12.42 27
6 香港 416 401 1,800 372 7.70 19
7 スペイン 387 377 2,825 709 13.12 26
8 中国 330 327 1,453 425 12.58 15
9 台湾 274 270 973 300 17.58 12

10 オランダ 268 261 2,189 378 12.99 26
11 韓国 243 240 1,245 147 11.42 17
12 スウェーデン 226 218 1,251 224 10.61 18
13 フランス 223 202 1,117 186 7.44 16
14 イタリア 193 189 684 152 7.10 12
15 ドイツ 192 189 882 201 6.53 15
16 ギリシャ 176 174 1,018 179 17.00 16
17 トルコ 171 167 994 240 11.82 15
18 ノルウェー 165 160 802 133 10.37 16
19 イスラエル 143 141 1,216 235 8.89 18
20 フィンランド 133 129 594 161 7.41 12
21 ポルトガル 121 114 605 113 10.26 13
22 シンガポール 118 116 816 113 8.62 15
23 南アフリカ 105 99 485 165 7.85 12
24 デンマーク 104 103 701 67 13.36 15
25 スイス 101 97 467 49 5.80 11
26 日本 96 94 537 65 6.94 11
27 オーストリア 95 94 571 96 7.37 14
28 マレーシア 93 91 286 51 8.10 10
29 インド 89 88 508 97 6.30 12
30 タイ 80 78 369 53 7.57 11

221特集1.indd   8 14/04/02   13:21



ご
ろ
に
、
世
界
に
お
け
る
学
術
競
争
の
基

本
ル
ー
ル
を
再
確
認
し
て
自
主
的
な
学
術

研
究
鎖
国
体
制
に
自
己
変
革
を
仕
掛
け

て
お
け
ば
、
そ
の
後
爆
発
的
に
世
界
に
向

け
て
の
研
究
発
信
が
増
加
し
、
三
者
で
熾し

烈れ
つ

な
地
域
間
競
争
を
行
う
中
国
・
韓
国
・

台
湾
の
後
塵
を
拝
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

こ
の
時
期
は
日
本
国
内
で
観
光
学
部

新
設
が
相
次
い
だ
時
期
で
あ
り
、
ま
た
、

観
光
庁
の
前
身
で
あ
る
国
土
交
通
省
総

合
政
策
局
が
、
世
界
の
潮
流
に
い
ち
早

く
気
づ
き
、
観
光
産
業
強
化
に
は
ミ
ク
ロ

レ
ベ
ル
で
経
営
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す

べ
く
世
界
の
主
流
で
あ
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
コ
ア
と
す
る
モ
デ
ル

が
世
界
の
優
秀
な
研
究
者
・
留
学
生
を
招

し
ょ
う

聘へ
い

で
き
る
か
と
い
う
観
点
で
も
か
な
り
厳

し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
明
白
と
な
る
。

優
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
優
れ
た
研
究

者
が
集
積
す
る
高
等
研
究
機
関
に
お
け

る
「
知
識
創
造
」
が
そ
の
源
泉
と
な
る
が
、

そ
の
基
本
モ
デ
ル
で
あ
る
世
界
学
術
界
へ

の
貢
献
と
い
う
意
味
で
は
日
本
よ
り
も
魅

力
的
な
「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
経
営
」
分
野
の
留
学
先
が
二
十
五

カ
国
存
在
し
、
香
港
、
中
国
、
台
湾
、
韓

国
の
魅
力
の
ほ
う
が
過
去
六
年
間
で
は

る
か
に
上
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ

と
が
明
白
で
あ
る
。
こ
の
現
状
で
は
「
観

光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
」

分
野
で
日
本
に
来
る
留
学
生
は
、
上
位

二
十
五
カ
国
に
行
け
な
か
っ
た
か
、
あ
る

い
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
飲
食
店

等
で
の
就
労
の
ほ
う
に
魅
力
が
あ
る
学
生

な
の
で
は
、
と
い
う
見
方
も
否
定
し
難
い

ほ
ど
の
数
値
で
あ
る
。

世
界
学
術
界
に
貢
献
す
る
研
究
活
動

が
ほ
ぼ
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、「
知

識
創
造
」
行
為
が
ほ
ぼ
存
在
せ
ず
、
学
会

は
ほ
と
ん
ど
他
の
研
究
者
が
見
い
だ
し
た

知
識
を
引
用
し
て
語
る
と
い
う
、「
知
識

移
転
」
行
為
が
大
多
数
で
あ
る
と
想
定
で

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
案
し
た
時
期
で
あ
る
。

そ
の
内
容
を
反
映
し
て
自
己
変
革
し
た
学

部
学
科
が
あ
れ
ば
、
そ
の
後
の
日
本
の
観

光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営

分
野
学
術
研
究
界
は
こ
こ
ま
で
世
界
の
潮

流
に
取
り
残
さ
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
点
、
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
。

図
１
は
、
日
本
国
内
に
お
い
て
日
本
語

で
日
本
人
と
だ
け
議
論
し
て
い
る
人
に
は

お
そ
ら
く
現
時
点
で
も
見
え
な
い
内
容
で

あ
り
、
今
ま
で
ど
お
り
に
自
主
鎖
国
体
制

を
継
続
す
れ
ば
実
態
は
隠い

ん
ぺ
い蔽
可
能
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
過
去
二
年
間

の
世
界
の
激
流
で
、
世
界
中
の
研
究
者
・

研
究
資
金
供
給
者
・
教
育
行
政
担
当
者

全
て
に
こ
の
情
報
が
簡
単
に
見
え
る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
外
的
環
境
の

急
変
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

浦
賀
に
黒
船
が
き
た
際
に
、江
戸
幕
府（
国

内
学
術
界
全
体
）
と
各
藩
（
各
学
術
分

野
）
の
戦
力
実
態
が
世
界
中
に
定
量
的
に

暴
露
さ
れ
て
し
ま
っ
た
に
匹
敵
す
る
ほ
ど

の
激
流
で
あ
る
。
表
４
と
図
１
を
並
べ
て

み
る
と
、
観
光
産
業
以
外
に
も
輸
出
産
業

足
り
得
る
も
う
一
つ
の
産
業「
教
育
産
業
」

の
枠
組
み
で
、
日
本
国
内
の
「
観
光
・
レ

ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
」
分
野

9 特集◉国際的な視野から見た観光研究
特集1 世界の潮流の変化・方向性に呼応しない日本観光学術界に迫り来る危機と変革への戦略試案

Chart1: Competition in East Asia in Tourism, 
Leisure & Hospitality Management Research Output

図1  東アジアでの「観光・レジャー・ホスピタリティ経営分野」
年間研究論文数推移

（1996年から2012年：日本・中国・韓国・台湾の比較）

Japan 3 0 4 2 1 1 4 1 1 5 8 4 9 7 17 10 19

China 0 6 4 3 1 4 3 6 3 11 19 11 25 35 48 75 76

South Korea 1 1 3 1 3 3 6 7 7 12 15 11 17 32 30 44 50

Taiwan 1 1 1 0 0 2 0 4 4 7 29 11 16 32 40 51 75

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

出典：http://www.scimagojr.com
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10

き
る
。
つ
ま
り
ピ
ザ
ム
氏
の
言
う
「
語
り

部
モ
デ
ル
」
で
あ
り
、
世
界
水
準
か
ら
見

る
と
六
十
年
遅
れ
と
な
る
。

今
ま
で
は
、
世
界
の
学
会
活
動
か
ら
は

日
本
語
を
理
由
に
自
主
鎖
国
体
制
を
敷
き
、

そ
れ
ら
の
不
都
合
を
隠い

ん
ぺ
い蔽
し
、
世
界
の
学

会
と
真
剣
に
擦
り
合
わ
せ
た
こ
と
の
な
い

自
分
の
意
見
を
熱
血
教
師
の「
知
識
移
転
」

で
学
生
に
聞
か
せ
る
モ
デ
ル
で
回
し
て
き

た
わ
け
だ
が
、
世
界
と
の
学
術
競
争
で
は

そ
れ
で
は
決
定
的
に
劣
後
し
、
日
本
国
内

文
科
系
分
野
の
な
か
で
も
最
低
レ
ベ
ル
で

あ
る
こ
と
が
過
去
二
年
で
世
界
中
の
人
間

に
暴
露
さ
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

日
本
の
観
光
分
野
研
究

の
問
題
点
確
認

た
だ
デ
ー
タ
を
見
る
だ
け
で
は
、
日
本

の
「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
経
営
」
分
野
が
学
術
研
究
分
野
と
し
て

は
実
質
上
崩
壊
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認

で
き
た
だ
け
で
、
後
味
の
悪
い
事
実
確
認

で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
後
半
は
日
本
の
当
学
術
研
究

分
野
が
そ
の
国
力
に
ふ
さ
わ
し
い
学
術
貢

献
を
行
う
体
制
構
築
の
戦
略
策
定
を
三

つ
の
ス
テ
ッ
プ
、
す
な
わ
ち
、

（
１
）
現
状
問
題
点
確
認

（
２
）
将
来
の
方
向
性
と
理
想
像
提
起

そ
し
て
、

（
３
）
実
現
に
向
け
た
国
家
戦
略
試
案

の
形
で
提
示
し
、
ど
の
程
度
の
期
間
で

ど
の
程
度
努
力
す
れ
ば
輝
か
し
い
栄
光
を

確
保
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

は
世
界
二
十
六
位
の
ま
ま
、
シ
ェ
ア
で
い

え
ば
世
界
の
論
文
発
表
数
の
〇・八
五
％
。

二
〇
〇
七
年
以
降
に
多
く
の
観
光
学
部

学
科
が
設
立
さ
れ
、
現
時
点
で
は
四
十
五

大
学
程
度
に
学
部
学
科
が
存
在
す
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
英
文
査
読
付
き
学
術

論
文
掲
載
が
年
間
総
数
十
九
本
な
ら
ば
、

世
界
の
学
術
界
に
対
し
て
論
文
一
本
も
出

◎
現
状
俯
瞰

直
近
の
デ
ー
タ
は
二
〇
一
二
年
で
あ
る

た
め
、
こ
の
単
年
度
デ
ー
タ
を
表
５
と
し

て
引
用
す
る
。

二
〇
一
二
年
は
日
本
の
「
観
光
・
レ
ジ

ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
」
学
術

界
に
と
っ
て
は
過
去
最
高
の
年
間
十
九

本
と
貢
献
し
た
が
、
単
年
度
で
の
順
位

Table5: Country Ranking : Business, Management and Accounting, 
"Tourism, Leisure and Hospitality Management" 
2012 Top 30 Only

表5  国と地域別順位：大項目（商学・経営・会計学）の小項目（観光・レ
ジャー・ホスピタリティ経営分野） 2012単年　上位30

（SCImago Journal & Country Rank）

国 論文数 引用可能
論文数

被引用
回数

自己引用
回数

1論文あたりの
被引用回数

H index
H指数

1 アメリカ 531 500 146 72 0.27 57
2 イギリス 239 228 81 36 0.34 45
3 オーストラリア 232 226 54 25 0.23 40
4 カナダ 92 89 22 5 0.24 37
5 中国 76 74 32 12 0.42 15
6 台湾 75 75 9 5 0.12 12
7 スペイン 71 70 10 1 0.14 26
8 ニュージーランド 62 60 15 1 0.24 27
9 韓国 50 50 4 0 0.08 17

10 スウェーデン 48 45 15 10 0.31 18
11 香港 47 46 16 3 0.34 19
12 ドイツ 42 41 25 9 0.60 15
13 イタリア 41 39 11 5 0.27 12
14 オランダ 40 39 18 4 0.45 26
15 フランス 38 36 11 3 0.29 16
16 ポルトガル 36 34 4 1 0.11 13
17 ノルウェー 32 31 6 0 0.19 16
18 トルコ 32 32 3 2 0.09 15
19 フィンランド 31 30 10 4 0.32 12
20 マレーシア 31 29 9 1 0.29 10
21 南アフリカ 30 30 14 7 0.47 12
22 ベルギー 24 24 12 4 0.50 9
23 ギリシャ 24 23 4 1 0.17 16
24 スイス 23 22 10 4 0.43 11
25 デンマーク 22 22 12 3 0.55 15
26 日本 19 19 1 0 0.05 11
27 タイ 18 18 1 0 0.06 11
28 オーストリア 15 15 16 5 1.07 14
29 イスラエル 13 13 2 1 0.15 18
30 シンガポール 13 12 8 1 0.62 15

出典：http://www.scimagojr.comより筆者検索
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し
て
い
な
い
学
部
学
科
が
過
半
数
存
在
す

る
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
被
引
用

回
数
が
三
十
カ
国
中
最
低
で
あ
る
点
、
論

文
は
発
表
し
て
も
、
世
界
の
同
業
研
究
者

に
与
え
る
影
響
が
低
い
点
も
う
か
が
え
る
。

さ
て
、
米
国
の
例
で
も
、
研
究
系
（
テ

ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
度T

enure T
rack   

System

）（
注
２
）
教
員
が
お
ら
ず
、「
知

識
移
転
」
の
教
育
機
関
業
務
に
徹
底
し
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ（Com

m
u-

nity Colleges

）（
注
３
）
の
ケ
ー
ス
は
存

在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
場
合

は
専
門
学
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
相
対
的
に

世
界
標
準
を
十
分
俯
瞰
し
た
効
果
的
な

内
容
で
仕
上
が
っ
て
い
る
ゆ
え
、
大
学
レ

ベ
ル
で
研
究
業
務
を
放
棄
し
て
自
己
流
の

教
育
機
関
モ
デ
ル
に
邁ま

い
し
ん進
す
る
と
、
専
門

学
校
と
の
棲す

み
分
け
が
危
う
く
な
る
。
基

本
的
に
は
、
大
学
院
が
あ
る
よ
う
な
学
部

学
科
は
、
研
究
系
機
関
と
見
な
さ
れ
る
。

特
に
博
士
課
程
を
持
つ
場
合
は
、
世
界
に

向
け
て
研
究
成
果
を
英
文
研
究
論
文
で

発
信
す
る
と
い
う
「
知
識
創
造
」
の
世
界

共
通
ル
ー
ル
で
勝
負
す
る
こ
と
は
必
然
で

あ
る
た
め
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
評
価
方

法
は
修
士
課
程
さ
ら
に
博
士
課
程
と
高

く
な
る
に
つ
れ
て
よ
り
厳
し
く
問
わ
れ
る

点
は
明
記
し
て
お
き
た
い
。

◎
現
状
認
識

戦
略
論
構
築
で
最
も
重
要
な
最
初
の
一

歩
が
正
し
い
現
状
認
識
で
あ
る
。
現
状
認

識
を
回
避
し
、
情
報
を
隠
蔽
し
て
い
て
は
、

戦
略
構
築
の
第
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
。

研
究
活
動
に
関
し
て
は
「
日
本
語
で
研
究

活
動
し
て
い
る
成
果
を
考
慮
す
べ
き
」
と

思
わ
れ
る
方
々
が
お
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
展
す
る
と
同
時

に
、
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
学
術
言
語
と
し
て

の
英
語
の
地
位
が
不
動
の
も
の
と
な
っ
て

し
ま
い
、
英
語
の
論
文
を
読
み
、
英
語
で

論
文
を
世
界
に
向
け
て
査
読
付
き
学
術

誌
で
発
表
し
な
い
限
り
、
世
界
か
ら
見
た

存
在
感
は
ゼ
ロ
で
あ
る
と
い
う
冷
酷
な
世

界
の
現
実
か
ら
逃
避
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。「
過
去
論
文
精
査
・
デ
ー
タ
取

得
・
統
計
的
解
析
に
よ
る
仮
説
検
証
等
の

手
法
」
と
い
う
世
界
の
標
準
ル
ー
ル
に
準

拠
し
た
内
容
が
な
い
場
合
は
、
語
学
の
問

題
で
は
な
く
論
文
内
容
の
問
題
で
、
世
界

の
査
読
論
文
に
掲
載
さ
れ
る
確
率
は
極
め

て
低
く
な
る
。
現
状
の
学
術
研
究
手
法
や

方
向
性
を
正
当
化
し
よ
う
に
も
、
世
界

学
術
研
究
界
は
実
績
が
あ
ま
り
に
多
く

り
、
世
界
四
位
を
確
保
す
る
。
も
っ
と
壮

大
な
理
想
像
は
年
間
二
百
五
十
本
、
中

韓
台
湾
香
港
を
加
え
て
も
敵
わ
な
い
分

量
の
英
文
査
読
付
き
「
知
識
創
造
」
論

文
を
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
体
制
づ

く
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
状
の
十
倍
以
上
、

二
〇
一
二
年
度
実
績
の
約
十
三
倍
の
水
準

で
あ
り
、
そ
の
時
点
で
英
国
を
超
え
て
世

界
第
二
位
の
地
位
を
狙
え
る
実
績
と
な
ろ

う
。
日
本
の
文
科
系
学
術
分
野
間
で
最

低
レ
ベ
ル
の
国
際
競
争
力
で
あ
っ
た
当
分

野
を
、
十
一
年
後
に
日
本
の
文
科
系
学
術

分
野
で
最
高
レ
ベ
ル
の
国
際
競
争
力
に
持

ち
上
げ
る
野
心
的
な
案
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、日
本
の
「
観
光・レ
ジ
ャ
ー・

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
」
学
術
界
の
理
想

像
と
し
て
は
、

第
一
目
標
： 

英
文
査
読
付
き
学
術
論
文

掲
載
年
間
総
計　
　
　

 

五
十
本

第
二
目
標
： 

英
文
査
読
付
き
学
術
論
文

掲
載
年
間
総
計　
　
　
　

 

百
本

第
三
目
標
： 

英
文
査
読
付
き
学
術
論
文

掲
載
年
間
総
計　

 

二
百
五
十
本

と
設
定
す
る
。
こ
の
第
三
目
標
達
成
時

点
で
、
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
経
営
分
野
の
勉
強
を
希
望
す
る
世
界
の

学
生
か
ら
は
、
米
国
の
次
に
日
本
が
留
学

を
物
語
る
世
界
で
あ
り
、
現
状
の
延
長
線

上
に
は
解
決
方
法
は
存
在
し
な
い
点
を
速

や
か
に
認
識
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

表
５
の
数
値
、
こ
れ
が
世
界
か
ら
見

た
日
本
の
「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
経
営
」
学
術
界
の
現
状
で
あ
り
、

こ
れ
に
対
す
る
反
論
は
、
具
体
的
な
数
値

を
挙
げ
ら
れ
る
場
合
し
か
認
め
ら
れ
な
い
、

そ
れ
も
世
界
の
激
流
の
現
状
で
あ
る
。

観
光
分
野
研
究
の

方
向
性
と
理
想
像

国
家
の
潜
在
力
か
ら
見
て
、日
本
の「
観

光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
」

学
術
界
は
、
ま
ず
現
状
、
東
ア
ジ
ア
諸
国

相
対
比
で
も
ほ
ぼ
崩
壊
状
態
で
あ
る
点
、

こ
の
現
状
を
客
観
的
に
冷
静
に
把
握
す
る

必
要
が
あ
る
。
幸
い
、
冷
静
な
現
状
認
識

の
後
は
、
今
後
ど
の
方
向
に
走
り
、
理
想

像
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
状
況
を
目
指
す

の
か
の
議
論
が
可
能
と
な
る
。
も
う
一
度

表
５
を
見
よ
う
。

二
〇
一
二
年
で
年
間
五
十
本
な
ら
ば
韓

国
と
同
位
で
あ
り
、
大
項
目
で
の
十
位
に

匹
敵
す
る
地
位
と
な
る
。
た
だ
し
理
想
像

は
年
間
百
本
で
中
国
、
カ
ナ
ダ
を
抜
き
去
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先
と
し
て
前
向
き
に
選
択
さ
れ
、
ま
た
世

界
の
研
究
者
が
最
先
端
分
野
の
研
究
を

極
め
た
い
と
い
う
場
合
に
、
日
本
を
選
ぶ

と
い
う
ケ
ー
ス
が
数
多
く
発
生
し
、
現
状

あ
ま
り
な
い
「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
（
使
用
言
語
・
英
語
）」

の
国
際
学
術
会
議
が
日
本
で
年
間
に
複

数
回
開
催
さ
れ
、
現
状
一
つ
だ
け
の
日
本

ベ
ー
ス
の
英
文
学
術
研
究
誌
が
十
件
程
度
、

日
本
の
研
究
機
関
で
ホ
ス
ト
さ
れ
る
よ
う

な
状
況
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ

れ
が
理
想
像
で
あ
る
。

最
後
に
現
状
か
ら
、
理
想
像
に
ど
う

到
達
す
る
か
を
時
間
配
分
と
と
も
に
検

討
す
れ
ば
、
そ
れ
が
戦
略
案
と
な
る
。

日
本
の「
観
光・レ
ジ
ャ
ー・

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
」

学
術
界
の
戦
略
案

戦
略
案
と
は
、
現
状
か
ら
理
想
像
に

到
達
す
る
た
め
の
道
標
で
あ
り
、
時
間
の

単
位
を
設
定
し
て
各
期
に
達
成
進し

ん

捗ち
ょ
く

状

況
を
定
量
的
に
自
己
測
定
で
き
る
よ
う
に

す
る
も
の
で
あ
る
。

当
時
の
小
泉
首
相
に
よ
り
観
光
立
国

が
宣
言
さ
れ
た
の
が
二
〇
〇
三
年
で
あ

り
、
そ
れ
か
ら
十
年
後
が
表
６
に
あ
る

二
〇
一
二
年
度
の
実
績
で
あ
る
。
な
ら

ば
、
二
〇
一
三
年
を
第
一
年
と
し
て
、
そ

の
後
十
年
間
で
第
三
目
標
を
ク
リ
ア
す
る

よ
う
な
ペ
ー
ス
で
論
文
発
表
数
を
伸
ば
せ

ば
、
結
果
と
し
て
そ
の
過
程
で
第
一
目
標

と
第
二
目
標
も
達
成
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

表
６
は
そ
れ
を
具
体
的
数
値
目
標
と
し

て
設
定
し
、
ま
た
日
本
政
府
・
観
光
庁
が

発
表
し
た
年
間
訪
日
外
国
人
目
標
数
と

一
緒
に
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
観
光
庁
、

二
〇
〇
九
）。

前
提
条
件
と
し
て
は
、
年
間
三
〇
％
増

の
複
利
計
算
を
四
捨
五
入
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
戦
略
案
に
従
え
ば
、
第
一
目
標

は
年
間
訪
日
外
国
人
目
標
二
千
万
人
達

成
の
二
〇
一
六
年
に
同
時
に
達
成
し
、
そ

の
時
点
で
韓
国
と
同
程
度
と
な
り
世
界

順
位
は
十
位
を
確
保
す
る
。
第
二
目
標

は
年
間
訪
日
外
国
人
目
標
二
千
五
百
万

人
達
成
の
二
〇
一
九
年
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
主
催
年
度
に
同
時
に
達
成
し
、

そ
の
時
点
で
カ
ナ
ダ
・
中
国
・
台
湾
を
超

え
る
学
術
研
究
生
産
性
を
発
揮
し
、
世
界

順
位
は
四
位
を
確
保
す
る
。
そ
し
て
最
後

に
、
十
年
後
の
二
〇
二
二
年
に
は
、
第
三

目
標
は
年
間
訪
日
外
国
人
目
標
三
千
万

人
達
成
年
に
同
時
に
達
成
し
、
そ
の
時
点

で
英
・
豪
を
超
え
る
高
い
学
術
研
究
生
産

性
を
発
揮
し
、
発
表
論
文
数
世
界
シ
ェ
ア

一
〇
％
で
世
界
順
位
は
二
位
を
確
保
す
る
。

さ
て
、大
き
な
戦
略
と
し
て
の
方
向
性・

理
想
像
・
時
間
枠
が
提
示
さ
れ
た
が
、
そ

れ
を
具
体
的
に
ど
う
実
現
す
る
か
は
戦

術
論
の
世
界
で
あ
る
。

◎
日
本
の
「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
経
営
」
学
術
界
の
大
変
革

へ
の
戦
術
論
試
案

組
織
も
人
間
も
本
質
的
に
変
化
を
嫌

い
安
定
を
好
む
が
、
時
代
が
大
変
革
を
し

て
い
る
際
に
、
自
己
変
革
を
拒
む
と
い
ず

れ
組
織
全
体
が
崩
壊
す
る
。
日
本
は
明

治
維
新
・
太
平
洋
戦
争
敗
戦
と
い
う
二
つ

の
大
変
革
を
乗
り
越
え
、
世
界
を
揺
る
が

す
よ
う
な
大
成
功
を
収
め
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持

っ
て
い
る
。
で
は
、
変
化
を
嫌
う
組
織
・

人
間
を
い
か
に
変
化
に
向
か
わ
せ
る
の
か
。

そ
れ
に
は
前
述
の
事
実
認
識
に
よ
る
危
機

感
の
共
有
と
変
化
へ
の
賞
罰
制
度
構
築
が

鍵
と
な
ろ
う
。

政
府
側
か
ら
の
賞
罰
制
度

外
様
の
私
が
あ
ま
り
具
体
的
に
言
う

の
は
憚は

ば
か

ら
れ
る
が
、
ま
ず
は
こ
の
論
文
で

私
が
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
伝
え
て
い

る
可
視
化
さ
れ
た
事
実
の
認
識
を
図
る
。

次
に
、
政
府
関
連
部
局
（
観
光
庁
・
文
部

科
学
省
）
が
、
政
府
が
国
策
と
し
て
進
め

る
観
光
立
国
へ
の
学
術
界
か
ら
の
具
体
的

協
力
の
一
環
と
し
て
、
既
に
理
系
学
部
で

は
当
た
り
前
に
実
践
さ
れ
て
い
る
世
界
へ

の
英
文
査
読
付
き
論
文
発
信
モ
デ
ル
実
施

表6  日本の「観光・レジャー・ホスピタリティ経営」
学術分野再興戦略案

出典：筆者作成（参照論文の変数：年間増加率30%）
Source: Made by the Author (Parameter for refereed paper: 30% annual compounding rate)

実施対象
年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

年間英文
査読付き論文数 19 25 32 42 54 71 92 119 155 201 262

年間訪日外国人
目標数（百万人）  10   20   25   30
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を
宣
言
し
、
補
助
金
等
の
配
分
を
そ
の
達

成
状
況
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
。

あ
る
い
は
研
究
費
割
り
当
て
評
価
時

に
、
世
界
学
術
界
へ
の
貢
献
度
評
価
率
を

高
め
、
世
界
的
研
究
を
実
践
し
て
い
る
大

学
学
部
学
科
へ
の
評
価
・
優
先
配
分
を
実

施
す
る
等
が
あ
ろ
う
。
国
策
で
あ
る
観

光
立
国
に
合
致
せ
ず
、
世
界
研
究
ル
ー
ル

も
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
も
無
視
し
た
勝
手

な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
語
り
部
論
文
に

は
、
も
は
や
納
税
者
か
ら
の
貴
重
な
資
金

を
与
え
な
い
と
い
う
単
純
明
快
な
ル
ー
ル

で
あ
る
。

　
　大

学
側
の
賞
罰
制
度

米
国
や
韓
国
等
で
は
当
た
り
前
の
テ
ニ

ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
度
実
施
に
よ
り
、
最
低

年
間
二
～
三
本
の
英
文
査
読
付
き
論
文

発
表
を
毎
年
継
続
し
な
い
限
り
は
、
三
年

後
、
ま
た
は
六
年
後
に
契
約
更
新
し
な
い

と
い
う
圧
力
を
か
け
て
、
若
手
研
究
員
の

行
動
と
意
識
自
体
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
中
国
の
某
大
学
で
は
、
英
文
査

読
付
き
論
文
発
表
の
た
び
に
現
金
支
給

を
し
て
ま
で
、
研
究
活
動
を
奨
励
し
て
い

る
。
米
国
の
博
士
課
程
で
博
士
号
を
取
得

し
た
学
者
な
ら
ば
、
全
く
当
た
り
前
に
こ

の
制
度
で
求
め
ら
れ
て
い
る
行
動
が
で
き

る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
研
究
系
教
員
を
複

数
採
用
す
れ
ば
、
周
囲
に
与
え
る
影
響
は

大
き
く
な
る
。

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
テ
ニ
ュ
ア
ト

ラ
ッ
ク
制
度
で
世
界
中
か
ら
優
秀
な
若
手

研
究
者
を
招
聘
し
、
高
い
生
産
性
を
見
せ

つ
け
る
こ
と
の
で
き
た
人
材
以
外
は
入
れ

替
え
て
し
ま
え
ば
よ
い
と
い
う
制
度
を
運

営
す
る
こ
と
に
な
る
。

大
学
経
営
陣
側
の
変
革

米
国
で
博
士
号
を
取
得
し
た
研
究
者

で
あ
れ
ば
、
米
国
人
で
な
く
て
も
、
世
界

で
通
用
す
る
ル
ー
ル
を
体
得
し
て
い
る
が

故
に
、
高
い
研
究
論
文
発
表
圧
力
に
応
え

て
生
産
性
を
確
保
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。

現
状
、
日
本
人
の
欧
米
大
学
博
士
課
程

学
生
が
ほ
ぼ
い
な
い
状
況
で
、
日
本
の
大

学
が
こ
の
大
変
革
を
仕
掛
け
る
に
は
、「
日

本
語
が
で
き
る
人
」
と
い
う
条
件
を
自
ら

放
棄
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
る
と
、
授

業
も
学
部
学
科
内
会
議
も
そ
れ
に
合
わ

せ
て
英
語
で
実
施
が
必
須
と
な
る
。
分
野

は
別
だ
が
、
日
本
に
は
既
に
早
稲
田
大
学

国
際
教
養
学
部
、
立
命
館
Ａ
Ｐ
Ｕ
、
秋
田

の
国
際
教
養
大
学
等
の
成
功
例
が
あ
り
、

あ
る
場
合
が
あ
る
。

テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
度
で
生
き
残
れ

る
人
材
は
統
計
学
等
最
新
の
ス
キ
ル
を
持

っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
人
材
を
採
用

し
て
、
即
座
に
「
定
量
的
研
究
手
法
」
等

の
大
学
院
必
修
コ
ー
ス
を
担
当
さ
せ
る
と
、

そ
の
学
生
た
ち
が
み
な
定
量
的
な
ス
キ
ル

を
習
得
し
て
、
組
織
の
研
究
系
能
力
が

大
き
く
底
上
げ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
米

国
式
の
定
量
的
手
腕
中
心
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
、
当
初
の
導
入
時
に
は
困
難
が
伴
う

が
、
我
慢
し
て
何
年
か
継
続
す
る
と
そ
の

配
下
の
学
生
が
高
い
研
究
生
産
性
を
持
っ

て
育
つ
た
め
、
あ
る
程
度
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ

ッ
ク
制
度
の
若
手
研
究
者
た
ち
に
任
せ
る

必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
結
果
は
査
読
付

き
論
文
発
表
数
で
明
確
に
測
定
で
き
る

た
め
、
恩
恵
は
計
測
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、

予
算
的
負
担
と
し
て
は
、
研
究
系
で
世
界

と
勝
負
で
き
る
機
関
を
目
指
す
の
で
あ
れ

ば
、
当
然
大
学
付
属
図
書
館
が
欧
米
大

手
出
版
社
と
の
包
括
購
読
契
約
を
締
結

し
、
学
内
研
究
者
が
自
由
に
世
界
の
論
文

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
な
研
究
イ

ン
フ
ラ
構
築
は
必
須
で
あ
る
点
を
指
摘
し

て
お
く
。

多
摩
大
学
の
よ
う
に
当
分
野
の
教
育
で
こ

れ
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
存
在
す
る
。

異
文
化
の
人
材
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、

異
文
化
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
と
な
り
、

大
学
経
営
陣
側
の
意
識
や
慣
習
も
大
変

革
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
が
実
施
さ
れ
た
際
の
素
晴
ら
し
い
副

作
用
と
し
て
は
、
日
本
の
国
内
問
題
で
あ

る
少
子
化
が
直
撃
す
る
恐
怖
と
決
別
し
、

人
口
も
可
処
分
所
得
も
増
加
す
る
ア
ジ
ア

諸
国
の
ニ
ー
ズ
獲
得
を
直
接
狙
え
る
グ
ロ

ー
バ
ル
な
学
部
経
営
モ
デ
ル
に
変
貌
す
る

こ
と
に
な
る
。

研
究
系
大
学
へ
の
試
練
と

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
革
の
恩
恵

米
国
研
究
系
大
学
で
力
点
が
置
か
れ

て
い
る
の
は
、
博
士
課
程
学
生
に
徹
底
的

に
統
計
学
等
の
定
量
的
研
究
手
法
を
叩

き
込
む
こ
と
だ
が
、
日
本
の
大
学
で
は
博

士
課
程
で
も
統
計
が
必
修
科
目
で
な
い
と

い
う
、
米
国
大
学
経
営
者
に
と
っ
て
は
驚

く
べ
き
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
世
界
の
博
士
課

程
で
も
米
国
の
よ
う
に
統
計
学
手
腕
を

徹
底
す
る
国
と
、
欧
州
ア
ジ
ア
諸
国
そ
の

他
の
よ
う
に
、
博
士
課
程
学
生
に
よ
っ
て

定
量
的
ス
キ
ル
に
個
人
間
の
ば
ら
つ
き
が
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研
究
者
側
の
変
革

世
界
の
研
究
者
も
、
名
前
を
入
れ
て

検
索
す
る
と
、
そ
の
人
物
が
発
表
し
た
論

文
タ
イ
ト
ル
一
覧
や
、
被
引
用
回
数
ま
で

全
て
出
て
く
る
時
代
に
急
激
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
も
は
や
、
世
界
で
研
究
者

を
名
乗
る
に
は
、
英
文
査
読
付
き
論
文
以

外
は
評
価
さ
れ
な
い
と
い
う
冷
酷
だ
が
国

籍
性
別
年
齢
人
種
等
無
関
係
の
極
め
て

フ
ェ
ア
な
ル
ー
ル
を
、
わ
れ
わ
れ
は
止
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
な
る
と
、
英
文

査
読
付
き
論
文
を
発
表
す
る
し
か
な
い
わ

け
だ
が
、
現
状
、
特
に
上
位
か
ら
中
位
の

英
文
査
読
付
き
学
術
誌
は
、
定
量
的
な

科
学
の
枠
組
み
に
準
拠
し
た
論
文
で
な
い

と
掲
載
さ
れ
る
可
能
性
は
か
な
り
低
く

な
る
。
そ
う
で
な
く
て
も
当
分
野
に
お
け

る
査
読
付
き
学
術
誌
の
三
分
の
二
か
ら
四

分
の
三
の
論
文
は
、
定
量
的
な
内
容
で
あ

る
と
い
う
メ
タ
調
査
を
検
証
し
た
論
文
が

あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
自
ら
統
計
学
・
定
量
研
究

手
法
等
を
習
得
し
、
結
果
を
英
語
で
書

く
と
い
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
が
、
そ

れ
が
困
難
な
場
合
は
共
同
研
究
で
、
統

計
学
が
で
き
る
研
究
者
や
理
系
研
究
者

を
入
れ
る
方
法
は
あ
る
。
お
そ
ら
く
英
語

よ
り
は
統
計
学
の
ほ
う
が
困
難
で
あ
ろ
う
。

英
語
が
で
き
る
だ
け
の
人
た
ち
と
、
統
計

学
が
で
き
る
だ
け
の
人
た
ち
で
は
、
前
者

の
ほ
う
が
英
文
査
読
付
き
論
文
発
表
へ
の

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
世
界
の
学

術
研
究
界
で
は
英
語
は
で
き
て
当
た
り
前

で
あ
り
、
で
き
て
有
利
に
な
る
こ
と
は
な

い
。
統
計
的
手
法
は
、
そ
の
最
新
技
法
等

を
駆
使
す
る
と
、
査
読
を
通
過
し
や
す
く

な
る
こ
と
が
あ
る
の
と
好
対
照
で
あ
る
。

日
本
の
観
光
研
究
の

国
際
化
に
向
け
て

日
本
の
観
光
研
究
に
大
変
革
が
必
要

だ
と
い
う
世
界
激
流
の
事
実
を
提
示
し
、

後
半
は
そ
れ
に
対
し
て
の
戦
略
試
案
を
述

べ
た
。
現
時
点
で
米
国
に
お
け
る
テ
ニ
ュ

ア
資
格
が
あ
り
、
経
営
側
に
い
る
唯
一
の

日
本
人
ゆ
え
に
、
残
念
な
が
ら
サ
ン
プ
ル

数
は
一
の
「
語
り
部
論
文
」
と
な
っ
た
。

文
化
人
類
学
や
社
会
学
出
身
の
方
々

か
ら
、
今
後
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い

う
問
い
合
わ
せ
を
受
け
る
が
、
そ
れ
に
対

し
て
は
「
わ
れ
わ
れ
が
な
ぜ
、
観
光
を
産

業
と
し
て
奨
励
す
る
の
か
と
い
う
大
原
則

の
目
的
部
分
さ
え
共
有
で
き
れ
ば
、
異
分

の
消
費
支
出
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
、
現

状
疲
弊
し
た
日
本
国
内
地
域
経
済
を
活

性
化
さ
せ
て
、
地
域
住
民
の
生
活
水
準
維

持
・
向
上
を
図
る
」
と
い
う
政
府
目
的
に

貢
献
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
事
態
に
気

づ
い
て
自
己
変
革
を
早
め
に
仕
掛
け
る
人

と
、
最
後
ま
で
見
え
な
い
聞
こ
え
な
い
ふ

り
を
し
て
自
己
変
革
を
拒
む
人
と
に
対
応

が
分
か
れ
る
の
は
、
幕
末
と
同
じ
状
況
で

あ
ろ
う
。
よ
り
多
く
の
機
会
と
恩
恵
を
享

受
し
、
か
つ
痛
み
が
少
な
い
の
が
前
者
で

あ
る
の
は
、
歴
史
が
証
明
し
て
い
る
。

な
お
、
学
生
募
集
も
市
場
経
済
原
則

で
あ
る
の
で
、
訪
日
外
国
人
増
加
に
よ
り
、

観
光
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
界
で
多
く

の
経
営
人
材
が
要
求
さ
れ
る
な
か
で
、
産

業
界
の
ニ
ー
ズ
に
も
世
界
学
術
界
の
潮
流

に
も
合
致
し
な
い
語
り
部
観
光
学
モ
デ
ル

に
固
執
し
、
観
光
庁
の
提
示
し
た
世
界
主

流
の
観
光
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
案
を
無
視
し
続
け
る
と
、
学
生

の
業
界
就
職
率
二
〇
％
割
れ
、
卒
業
生
・

保
護
者
・
高
校
の
不
満
増
大
、
予
備
校
で

の
評
判
低
下
と
い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
で

応
募
定
員
割
れ
＝
プ
ロ
グ
ラ
ム
閉
鎖
（
組

織
崩
壊
）
の
自
然
淘
汰
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

現
状
二
十
六
位
に
あ
る
日
本
の「
観
光
・

野
の
学
者
・
研
究
者
が
共
同
で
産
官
に
貢

献
で
き
る
の
で
は
」
と
答
え
て
い
る
。
観

光
を
産
業
と
し
て
奨
励
す
る
目
的
は
、
地

域
納
税
者
の
生
活
水
準
の
維
持
向
上
に

寄
与
す
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
手
段
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
文
化
や
物
語
を

潜
在
的
な
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る

観
光
商
品
と
し
て
ま
と
め
上
げ
る
際
に
そ

れ
ら
専
門
家
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
必
要
と
な

る
。
た
だ
し
、
観
光
立
国
と
し
て
日
本
の

観
光
を
輸
出
産
業
と
し
て
訪
日
外
国
人
客

数
と
支
出
増
加
と
い
う
政
府
目
標
に
奉
職

す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
、
日
本
人
同
士

で
は
知
っ
て
い
る
よ
う
な
内
容
を
き
ち
ん

と
英
語
で
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
作
業

が
必
要
で
あ
り
、
現
状
の
数
値
で
は
そ
の

活
動
実
績
が
圧
倒
的
に
期
待
値
を
下
回
っ

て
い
る
点
は
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
日
本
政
府
が
三
千
万
人
の
訪

日
外
国
人
客
数
に
向
か
っ
て
邁ま

い
し
ん進

す
る
際

に
、
日
本
の
観
光
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経

営
研
究
は
、
世
界
の
学
術
研
究
ル
ー
ル
か

ら
乖か

い

離り

し
世
界
の
誰
も
そ
の
研
究
成
果

を
読
ま
な
い
日
本
人
同
士
で
の
日
本
語
研

究
発
表
と
い
う
自
主
鎖
国
体
制
の
現
状

を
大
幅
に
変
革
し
て
、「
観
光
を
輸
出
産

業
と
し
て
育
成
し
、
訪
日
外
国
人
客
と
そ
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レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
」
学
術

界
、「
日
本
の
文
科
系
分
野
だ
か
ら
そ
こ
ま

で
再
建
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い

う
猜さ

い

疑ぎ

心し
ん

の
あ
る
方
々
、「
英
語
で
論
文
発

表
な
ど
と
い
き
な
り
言
わ
れ
て
も
対
応
で

き
な
い
」
と
い
う
言
い
訳
で
自
主
鎖
国
体

制
問
題
か
ら
逃
避
し
て
不
都
合
を
隠い

ん
ぺ
い蔽
し

続
け
よ
う
と
も
く
ろ
む
方
々
に
対
し
て
は
、

同
じ
「
商
学
・
経
営
・
会
計
学
」
と
い
う
大

項
目
に
存
在
す
る
小
項
目
の
「
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
」
学
術
界
の
世
界
に
対
し
て
の
立

ち
位
置
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
で
、
世
界
中

の
人
間
が
誰
で
も
無
料
で
検
証
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
世
界
学
術
研
究
界
の
激
流
の

事
実
を
伝
え
る
、
私
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と

し
て
の
議
論
は
終
わ
り
に
し
た
い（
表
７
）。

日
本
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
分
野
は

二
〇
一
二
年
、
世
界
の
査
読
付
き
論
文
総

数
の
四・
六
％
と
貢
献
し
て
い
て
、
堂
々

の
世
界
国
別
第
四
位
の
実
績
が
あ
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
表
５
と
表
６
で
い
え

ば
、「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
経
営
」
研
究
再
興
計
画
に
沿
っ
て
年

間
百
本
を
世
界
に
発
信
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
水
準
で
約
五
％
の
世
界
論
文
シ
ェ
ア

獲
得
と
互
角
の
国
際
競
争
力
の
レ
ベ
ル
だ

が
（
二
〇
一
九
年
頃
）、
そ
こ
で
慢
心
せ
ず
、

前
述
の
第
三
次
目
標
ま
で
行
く
の
が
日
本

の
目
標
で
あ
る
。
万
一
既
存
の
観
光
系
研

究
者
の
変
革
速
度
が
満
た
な
い
場
合
は
、

米
国
博
士
号
保
有
の
外
国
人
研
究
者
や

国
内
理
系
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
商
学

部
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
分
野
で
既
に
世
界
に
向
け
て
英
文
査

読
付
き
論
文
で
勝
負
し
て
い
る
国
内
外
の

研
究
者
を
も
招
聘
ス
カ
ウ
ト
す
る
方
法
が

あ
る
だ
ろ
う
。

日
本
の
「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
経
営
」
研
究
者
自
ら
、
世
界
の

研
究
潮
流
に
つ
い
て
検
証
し
、
自
己
変
革

を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
、
こ
の
執

筆
の
目
的
は
十
分
に
達
せ
ら
れ
る
。
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、こ
の
論
文
内
容
は
肯
定・

否
定
を
含
め
た
発
行
者
の
見
解
と
は
全

く
独
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
て
の
文
責

は
筆
者
に
属
す
る
。  （
は
ら　

た
だ
ゆ
き
）

（
注
１
）Google Scholar

：
膨
大
な
学
術
資
料
を
検

索
で
き
る
グ
ー
グ
ル
提
供
の
機
能
。

（
注
２
）テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
度  Tenure Track  

System

：
公
正
で
透
明
性
の
高
い
選
考
に
よ

り
採
用
さ
れ
た
若
手
研
究
者
が
、
審
査
を
経
て

よ
り
安
定
的
な
職
を
得
る
前
に
、
任
期
付
き
の

雇
用
形
態
で
自
立
し
た
研
究
者
と
し
て
経
験

を
積
む
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
（
独
立
行
政
法

人
科
学
技
術
振
興
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。

（
注
３
）コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ（Com

m
unity Colleg-

es

）：
ア
メ
リ
カ
の
二
年
制
の
公
立
大
学（
専
門

学
校
を
含
む
）。
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Ｍ
Ｐ
Ｓ
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〇
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Ｓ
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〇
四
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年
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Ｍ
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Ａ
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長
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年
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省
中
近
東
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長
補
佐
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年
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国
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大
学
准
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に
就
任
。
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〇
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年
、
英
文
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門
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”を

英
国Elsevier

よ
り
世
界
同
時
出
版
。
二
〇
〇
九
年
に

テ
ニュア
獲
得
、
当
分
野
北
米
唯一の
日
本
人
正
規
教
員

テ
ニュア
付
き
博
士
研
究
者
。
二
〇
一
〇
年
よ
り
現
職
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出典：http://www.scimagojr.comより筆者検索

Table7: Country Ranking : Business, Management and Accounting, 
"Marketing" 2012 Top 20 Only

表7  国と地域別順位：大項目（商学・経営・会計学）の小項目
（マーケティング分野）2012単年　上位20
（SCImago Journal & Country Rank）

国 論文数 引用可能
論文数

被引用
回数

自己引用
回数

1論文あたりの
被引用回数

H index
H指数

1 アメリカ 1,767 1,575 421 264 0.24 177
2 イギリス 478 440 144 55 0.30 70
3 オーストラリア 300 286 83 31 0.28 56
4 日本 253 138 35 15 0.14 38
5 ドイツ 193 174 63 20 0.33 53
6 カナダ 192 178 51 14 0.27 66
7 韓国 166 141 34 8 0.20 42
8 オランダ 165 154 55 17 0.33 66
9 スペイン 154 148 20 9 0.13 34

10 中国 141 134 25 7 0.18 30
11 フランス 119 110 39 10 0.33 40
12 台湾 109 105 18 5 0.17 23
13 インド 81 80 11 2 0.14 18
14 フィンランド 78 74 20 8 0.26 34
15 デンマーク 76 71 27 6 0.36 37
16 香港 73 69 17 4 0.23 45
17 スウェーデン 72 69 19 9 0.26 39
18 ニュージーランド 69 66 21 3 0.30 33
19 イタリア 66 61 26 8 0.39 29
20 ブラジル 61 59 3 3 0.05 15
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